
内モンゴール草原住民の‘ミルク茶飲用習慣が骨盤度

および膏代謝生化学的指標に忍ぼす影響

一自本女性との冨欝比較研究一

ι 篠山富塁手↓薬科火学医学部若菜室主震学教主義教授鏡 森 定 器

I 緒言

栄養摂取および身体活動のなど環境要因が骨代謝そレて骨量に大きく影響す

ることが明らかになっている。私共はこれら生活環境が議しく呉なる集団におい

てこれら要因と符代総・骨量まの相互関係について検討し、今後の予防医学的施策

に資すること会図的として本調査研究を実議した。

立 対象と方法

内モンゴールの市街地区、農村地区、および彩泌総区から、 B常生滋に交際

を呈することのない 35-44歳の女性を各 35~議事って対象者とした o なお、院

本人のデ}タとし"(私共の研究チームが骨後援を検診を実施している福井県の問

年代女性の成綴告と採胤した。

調査は 7月下旬から 8月上旬にかけて爽施dれ、調査項目は、食生活および

労作に鑓ずる質問票震による認査、体榛・筋力検議室、 MD法による骨量 a骨密度(多彩

2中援す;アルミ段階犠正鐙〉澱定、?号代謝さと化学的指標に関する血液・尿検査

および医締による診査などであった。

m 成綴

1. 食在住滑に関する調査

エホノレザ…および炭水化物の摂取主義は殿村地区が他の 2地区より有縁に高か

ったが、勝紛では反対に他の 2地区に比較して有意に低値を示した。護資自質で

は 3地区に省主重差がみられなかった{隠 1参照)。日本{福井〉と比較して苓差

はみられなかった。
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の警5合ば、草原主主1Z62.8%、市街地区ミルク茶会ミおに600cε以F上欽mする

ミルク茶;こかぎ差是村主主区仏 0%であり、 3員事IZIこ護義務な差異がみられた。2.7%、

中学生や潟校舎長野幸代さらに現在

{函2，3参照〉。

らず費支乳およびぎし製品の摂取状況をと比較しでも、

においても隊長草地区が圧倒的に若手〈綴欲していた

図2肉モンゴー11-3地区における飲乳智樹のま襲災
長調3 内モンゴーlレ3地区における乳製品摂取量の空襲異
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カノレミネラノレ、ビタミンについてそれぞれ摂取状況安比較検討したところ、

シウムは農村地区が{似の 2地区に比較して有意に少なかったが、ぜグネシウム

および鉄では農村怨区が他の 2地区に比較して有意に高穫を示した(図 4暴露娘)。

内モンゴ…ん3地区における主なミホラJ(，.摂取識の差異
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ビタミシではカロチンおよびビタミン B，の摂取量が農村地区で他の 2地区より

有意に潟伎を示した(図 5参熊}。
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労作iと関する綴査

労働時間については、いずれの地区でも平均伎は 6~8 時間内であるが、 3 員長

mg t:~担足ンC

市街草置貫 t農寺普

2. 

開
山
欄

m
m
間

鴨

問

。

区の 10綾年齢間隔の年代ごとにみると差異があり、農村地区では年齢とどもに

増加する傾向、書室原地区では減少する傾向がみられた(表 1参照)。

地区および 10歳年鯵間輸別にみた平均労働時間{時間;M+SD) 

全地区

7.4土1.710歳代

筆原地区

8.0+1.6 

農村地区

7.1土1.8

市街地区

7.0ごと1.5

表1.

1.9 7.5 7.7こと2.07.1 +2.2 7.8土 1.320歳代

7.6土2.1

7.4+2.6 
(f艮しま1=56)

7.5+2.2 

8
お一

3

一一一
位
凶
一

念
旦
一''t電

蜘

7.7土2.1

7.8士2.4

({El.し n=24)

7.6+2.0 

7.7+1.9 
〈飽し n=19)

30養護代

40歳代

ANOVJにp<0.05

体絡・筋力検変

身長、体重、 nEi裁皮(BMI)、体題紡および握力の分布を表 2に示した。身長

は草原地区で最綴で、握力については市街地区で最終であったp 日本(福井)に

比較して身長は短かったが、 BMIや握力については事事差はなかった。

なお、標本調査として各地区 10人に労作自に万歩計の測定を依概したところ、

その平均緩は市街地区で8，974歩 (SD口 3820)、農村地区 17，423歩 (SD=2573)、

草原地区 13，827歩 (SD= 3823)で、日本{福井)に比較して歩数は:多かった。
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表 2. 3地区の体絡・筋力倹査 (MニとSD)

農村地区市街地区 高草原地区

39.9ごと2.7年齢(歳) 39.9土3.9 40.7土3.4

身長 〈己主訟)** 160.1土4.9 157.5こと4.2 154.5ごと5.2

体護 (kg) 59.9+9.5 58.1土8.4

BMI (主gl燈勺 23.3こt3.1 23.4ニt3.1

体滋肪 (%) 31.2こと5.3 . 28.9ニヒ6.1

57.3+9.0 

23.9:と3.2

31.2土6.5

握力 (kg) 市 28.6+4.3 27.7+3.3 26.2土3.9

地区間比較 *p<0.05，料*p<O.OOI (ANOVA) 

会会議区

40.2土3.4

157.2こと5.3

58.3+9.0 

23.6ごと3.2

30.5土6.1

27.4+4.0 

4. 骨密度検査変

背景・骨密度に関する指擦を髭l6.の定義にしたがィコて比較した。ざと貌dの脅皮

質婚指数 (MCI)および領dの骨幅 (D)において 3総長互に主義兵がみれらた(図

7参照)。すなわち農村治区が綾高値を示し、 f号皮質緩指数では3草原地区に比較

しτ有意に商イ夜、事者i緩では市街地区に比較して有窓に高値であった。{践し日本{福

井〉どの聞に有:家主をはみられなかった。他に骨髄質協{心、脅皮と符綴質の骨

塩量 (GSmi設に単位f号機さきりの平均の守護縁(i:GS/おおよび骨皮質部分の

骨境量 (GSmax)の左右組)Jについて比較したが 3地区で有意な懇はみられなか

った。湾側を平均した脅皮質部分のa珍;滋最 (GSma心については、 1勾モンゴール

の3主主IR悶で有意な遣を災はみられなかった。なお、日本{篠井〉は内モンゴ…Jレ

の3地区に比較して低値を示し、日本{福井)を含めた 4群の比車交では有意室長が

みられた {表3議事日読ん

表 3 内モンゴールと日本(裕芥}における MD法による骨皮綾部分のみの

骨塩蚤 (GSmax)

日本(檎弁)〆削糊
↓
一
農街 草原治区

(GS沼郡〉

(MことSD)
3.77土0.31 3.76+0.30 3.70+0.26 3.59+0.25 

ANOVA; p<O.OI 
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円F

' 
脅代謝さ伝化学的指標

血清広告の全型7FJレカリプオスブアターゼ、オステオカルシン%終機 1}，只およ

び浴後型ピタミンD，の平均濃度では、草原禁致径がいずれも最高餓を示し、市街

地阪と農付地区の荷方あるいはその一方に比較して有意であった n頚8参照)。

なお、 z収緩やの可'11ミンDi羨皮には地IX潟iこ有慾な差がぶられなかった 0'また、

これらのi内モンゴベル 3地区の伎は日本{綴弁)のそれぞ粍の鎖に比例じ‘て高

伎でおった。また、;成仏骨化総生化学的指標tlて、!クぷァチ三ン繍正した

クロスラaツプ、't:::リジ JlJンJ総および滋書霊童デオキシ')!1)ジノリン場およびカ

ルシウムを比較検討したo その成総を滋 9に永したが、クロスラップ、

5. 

総デオ

農

またこれらの草原諸主主主の鐙

市街主主夜、キシピリジノリンおよびカルシウムでは、主事Iif:地阪が後高値で、

村主主区のいずれと比較しても荷主震に上昇していた。

は日本(繍弁〉め依三号も議議後セあった。

、

関8尉モンゴマ:)1>.3織臨むこおける.lO!清中の.:t::な骨{事務主主化学的指標の差異

曙J耐 : 骨型7，)レが1:7*.スコアタi-if る 4 ヘ i n，g/叫 ; オス宇オキんシン
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内司王ンゴール3地区における探中の::!::な智代謝生化学的指標の義異
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6.その他の藷検査

血清I:tの総コレスデロ…ノレ、 HDL-コレステローノレおよびアルブミンを 3地区

p…ノレでは、農村地

区が市街地区および草原地区に比較して有意に低値を示し、アルブミンでは草原

一品，74-

総コレステロールおよび HDL-コレスで比較したところ、



地区が市街地区に比較して有意に低伎を示した(図 10議長照)。なお、院本{福

井)の血清総コレステロールの平均値のレベルは 190mg/dlで、内モンゴ}ノレの

いずれの地区よりも高値であった。

滋10内モンゴーJ凶黄色監互における鐙漆中のき乾望書学約鎗療の差異

1mdd H仰レ肝ローJレ

i 70 r 句…"吋ω-蜘*ー一一-，r-ーー *~M__._"，

l田 l 山

!田 f43.75 T い

!崎
130 

: 20 I 
1 10 

， 0 幽蹴l~…一脳盛盟i
.村 草原 市街

; g/dl アルフミン

mg/dl 

250 

2由

i 1毘

;間

50 

o 

総ニコレステロ ル

.村 草原 市街

鼠f背中の GOTおよび GPTの平均値は内モンゴールの 3地区に2建築はなく、

家主こお本〈福井〉 との問についても同様であったG

長主主資自の湯性主義;土、内モンゴール 3地区および伝広{福弁〉で幾災はなかっ

たが、尿中のクレアチニニン総定したハイドロキシプロリンでは地区絡に有意差が

あり、内モンゴーノレ主主係地区で最高値、農村地区で最低{直を示した(表 4参照)。

表 4 内モンゴ…ノむと日本(福井}における成中クレアチエン械工五ハイドロキシ
プロ Pン濃度〈主主主SD)

家中タレ1fニY繍ミ定

ハイドロキシ7
0

ロリン

担豆ぜ笠世i

内モンゴ-;レ

市街地区 長義村主総器E

31.3土1.6 28.8ゴと1.7

一転75-

おヌド{福弁}

草原主主Iit

43.2土1.4 ♀告.6ゴピ1.6

ANOVA; p<O.Ol 



7.血清中活性型ピタミン Daと骨代謝生化学的指標の務漆

内モンゴ…ノレ3地区で血液中活性型どタミン Da濃度に有意慈がみられたので、

それぞれの地区でこの活性型ビタミン Dgと他の努代謝生化学的指擦の相関を検

討し、表 5に示した。

れf

マ 一、 4ι  

表 5 内モンゴーノレ3持主主互における鼠湾中階段裂ビタミン D，と他の符代総

生化学的f皆様ゐ報開

s<中1¥1TT二/幸寵i正 尿<þ~そ7チニ止機カルシt 、五五緩や才な村井シン 一 九一

lP街地区

農村地区

!般原滋区

久p<0.005

通雪察

0.14 

，0.3色*

4・0.2渇

会 合 念OO1<伊<0.05

滋鰍n寺シピ針。J9ン ヲム
織0.35~

-0.10 

0.11 

f ‘ 

0.21 

0.16 • 

0.43帥

" 、

内モンゴールの 3:f哉氏の各検査成ま棄の比車交結果を概観すると、欽乳や宇L霊長品

したがってカルシウムの撲取が後俄である重量村地阪において、

これには幾村地区で万歩言if僚が最高債を示したこと等で

みられる労作の状況が反映さ:Ii-r:いることふも考えられrる。しかしながら、飲宇しゃ

の摂取が少なく、

が最高値を究ぶした。

乳製品そし カルシウム摂取委設が多からた挙阪地区において、(湯上液中の活性型t:

タミン D3が最高餓持し、清野jU41よコォスフーリーゼギょびオステオカル
T> '，'会

シンなげの骨形成マーカーがi弓じく賞受注話f畿で、尿中のクロスラ γ プやハイドロキ

シプロリンなと警の骨吸収マ…カーも最高僚であった。これらのことは草原地ぼ

符代謝が7Zi援していることを示唆している。笑際長立記ドヌ7ルシウム淡授が最高であ

ったこともこれを主とま愛するものである o ごのことが策長京地阪で脅衰を減少させる

方向に作約していることも考えられるので、今後のさらなる検討が必要である。

今凶の議ヨまで終に注目されることは、 i会LI豊中のでタミン DIJ政If.で主主区間に有

がないにもかかわらず、活性重~O)どタミン D"で符3言、室長がみられ、ぞれが骨代

謝の允送車と濁係していることがち童文亨しと乳製品摂取釜のffい泰源地区で線認され

たことである o 家原地区では、活性型のピタミン D"骨代露首主主化学的指標の裁きは、

雲母絞首守の女伎でありながら、路経後のそれと似ており、ぞれが著しい後遺低下に

必ずしもつながっていないという興味ある知見が得られた。特に活校選芝ピタミン

D3のこの主主じま聞の差呉、 地区で総のぬ阪の約 2僚のf阪を示すことは以僚の
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パイロット研究でも観察されており、活性型ビタミン D3とこの怜代謝允悲喜に関し

て草原地区において地理病理学的な追加調ままを行うことにより、この分野におけ

る新しい知見の入手が期待できる。

V 結語

今回の内モンゴー/レ 3地区と日本の比較により、暁らかになった血液中活性

型ビタミン Ds上昇地区における骨代謝充進の背景重要閣を、内ヰランゴーノレ高まF草地

区住民の追加調査により検討することは、地理病理学的な函からみて骨と栄養に

関する新知見を提供するものと考える。
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